
令和 2年度 地域医療の情報化コーディネータ育成研修 開催要領 

 

 

１．目  的  地方公共団体の医療担当部局において、医療機関に対して情報化に関する助言、

指導等を行うなどして地域の医療情報化に貢献する、医療知識と情報技術の両方に

通じた人材を育成することが求められています。そこで、本研修では、担当者の知識

と技能の向上を図ると共に、日本各地で生じている地域医療の情報化における諸課

題に取り組む行政官同士の連携の場を構築します。 

 

２．対 象 者 （１） 都道府県、市町村などの地方公共団体における医療担当部局、保健所・地方

衛生研究所、自治体病院等において、医療の情報化を企画・推進する立場の

方、今後担当予定の方 

（２） 前項に掲げる方と同等以上の学識および経験を有すると院長が認める方 

 

３．定  員 ３０名 

 

４．研修期間 オンライン研修：２０２０年９月９日（水）～２０２０年 ９月１１日（金）３日間 

       遠隔研修：２０２０年９月１２日（土）～２０２０年１１月１３日（金）６３日間 

        

５．研修場所 今年度は全過程で Zoomを利用した遠隔会議形式で行います．  

 

６．受付期間 ２０２０年７月１５日（火）～２０２０年７月３１日（金）（必着） 

       ※受付期間までに申し込みが間に合わない場合は、問い合わせ先までご連絡下さい。 

     

７．必要書類  ①派遣機関の公文書，②受講申込書を国立保健医療科学院 総務部 研修・業務

課宛に提出して下さい。 

各様式につきましては、国立保健医療科学院のホームページの今年度の本研修 

案内 （https://www.niph.go.jp/entrance/r2/course/short/short_joho05.html）

からダウンロードできます。 

 

８．受講決定 受講決定の通知は派遣機関あてに行います。。 

 

９．経費負担 受講料は必要ありません。 

       ※オンラインでの研修となりますため，交通費は不要ですがインターネット接続や

必要となる環境整備のための費用は受講者の負担となります。 

                  

  



１０． オンライン講義受講に係る諸条件等は、下記のとおりとなりますのでご留意ください。 

記 

1. 全ての講義は、ZOOMシステムを使用したライブ形式で実施します。 

2. ZOOMが使用できる接続環境が必要です。事前に受講場所（勤務場所、自宅等）で ZOOM の接続確

認を必ず行ってください。（受講で使用する PC とその他の PC、スマートフォンなどに ZOOM アプリ

をインストールし、通信状況を確認してください。） 

3. 当院に来院してのオンライン受講は認めておりません。 

4. 録画の公開（配信）は行いません。 

5. インターネットへの接続環境や PC 及び受講に必要なソフトウェアの準備は受講側で行っていた

だきます。 

※Windows8.1以降の OSを搭載していること 

※必要なソフトウェア：Office2013以降の Word、Excel、PowerPoint、Acrobat Reader 

※PC は、マイク、カメラ付きが必須（後からマイク内蔵 Web カメラを付けていただいても構いませ

ん。） 

6.講義資料は、当院の遠隔教育システムに掲載いたします。 

7.研修画面をビデオカメラ等で録画することは、禁止いたします。 

8.個別の接続に関する技術的なサポートは、当院では行えませんので、所属機関のネットワーク担

当部署へご相談してください。 

9.受講場所は、職場、テレワークでの自宅等で受講場所は、問いません。ただし、研修期間中は、研

修に専念してください。 

以上 

【問い合わせ・申込先】 
国立保健医療科学院 総務部研修・業務課 
担当 馬場 祥江 
〒351-0197 埼玉県和光市南２－３－６ 
電話 048-458-6185（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 
FAX 048-458-6112 

以下、宛名ラベルの参考例としてコピーしてご利用下さい。 
  

351-0197  
  

埼玉県和光市南２－３－６ 
 国立保健医療科学院  

総務部研修･業務課 行 
 

（地域医療の情報化コーディネータ育成研修 
受講申込 在中） 
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